研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　診療Ｇ　　　　　　職　種　I.O.O.  　 　　　　　氏　名　平賀　元

	期　　間　　平成26年12月20日　～　平成26年12月20日

	出張目的　　日本医薬品情報学会法人化記念特別フォーラム

	出 張 先　　東京大学医学部教育研究棟14階　鉄門記念講堂

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【理事長講演】
　慶応義塾大学薬学部教授

　日本医薬品情報学会理事長　望月眞弓先生
　「日本医薬品情報学会の歩みと今後の展開」
　　法人化に伴い理事長に就任した望月先生より日本医薬品情報学会が研究会の頃から現在に
至るまでの経緯をお話しいただいた。本学会には全部に参加できているわけではないので全体を
俯瞰した設立の経緯やこれまでの流れを再確認することができた。また本院においても抗うつ薬、
認知症治療薬、精神病薬などを頻繁に用いていることから医薬品情報を通じた適正使用を考えて

　いく必要があると考えている。前職の退職時に退会をしているが再就職を機にまた再入会しては
　いかがかと多くの友人に求められた。一般社団法人としての学会になったこともあり精神科領域の
　適正使用を考えていく上で非常に有用であることを再認識できたので再入会をしたいと思う。
【講演１】
　名城大学薬学部准教授　大津史子先生
　「薬剤師のバイタルスキルとしての医薬品情報リテラシー」
　　旧友で名城大学准教授となった大津先生の話を聞いた。ＤＩ業務のリテラシーということで薬学
　教育の立場としての話であったが、米国で言うところの薬剤師としてのバイタルスキル、職能として
　の切り口での話はごもっとであり教育の現場で学生に教えていくという姿勢は変わらない。医師に
　提案したり、薬効を評価したりということができるまでには相当の研鑽が必要になるが今の若い学生
　や薬剤師にできるのだろうか？という想いも感じながら聴講した。
【講演２】
　国家公務員共済　虎の門病院薬剤部長　林　昌洋先生
　「ＤＩ専門薬剤師の役割と期待」
　　虎の門の林先生はご自身もそうだがＤＩ業務を基盤にやってきた方で、学会の中では医薬品情報
専門薬剤師の養成に大きく尽力してきた。現在、日本での認定者は６０名弱というところで認定の
　ハードルはかなり高めに設定されている。北海道・東北地区ではまだ認定者は５名で八戸市内では
　前職の後任である八戸市立市民病院薬局長の田村健悦君であるが、多くの薬剤師に目指してほしい。
【講演３】
　名城大学薬学部教授　後藤伸之先生
　「大学に求められる医薬品情報学教育と研究」
　　旧友の名城大学教授の後藤先生の話を聞いた。大学での教育者としての立場での話ではあった。
　少々大学の宣伝も入っているように聞こえたが、名城大学で進めている医薬品副作用情報ＤＢには
　興味がそそられた。名城大学薬学部医薬品情報学教室からダウンロード可能なので試してみたい。
【講演４】
　東京大学医学部附属病院　薬剤部長　大野能之先生
　「医療現場からの医薬品情報研究と情報発信」
　　東大病院の薬剤師もだいぶ変わったなという印象の内容であった。もっとも企業や、基礎研究分野
　への進路が今でも多いわけだが、臨床に根差した研究をしたいという考え方には共感を覚えた。医師
もそうであるように臨床研究は非常に重要だ。しかしながら基礎のない臨床もないわけで、東大病院
に臨床研究志向の薬剤師が居るというだけで薬剤師全体への影響も大きいと感じた。
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